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徳
島
県
告
示
第
三
百
二
十
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ハ
ロ
ー
ズ
大
林
店

小
松
島
市
大
林
町
字
宮
ノ
本
七
四
番
一
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出
に
係
る
告
示

平
成
三
十
一
年
徳
島
県
告
示
第
二
百
十
号
（
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ

た
件
）

三

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
松
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

駐
車
需
要
の
充
足
等
交
通
に
係
る
事
項

店
舗
予
定
地
は
国
道
五
五
号
、
徳
島
南
バ
イ
パ
ス
、
県
道
大
林
津
乃
峰
線
等
に
隣
接
し
て
お
り
、

安
全
確
保
の
た
め
の
交
通
整
理
員
等
の
配
置
に
よ
り
、
交
通
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ

、
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

２

歩
行
者
の
通
行
の
利
便
の
確
保
等

出
入
口
（
国
道
・
県
道
・
市
道
）
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
入
出
庫
時
に
お
け
る
歩
行
者
等
と
の

事
故
防
止
に
努
め
、
道
路
上
に
入
庫
車
両
が
滞
留
し
な
い
よ
う
適
切
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
道

路
管
理
者
と
十
分
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３

廃
棄
物
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
配
慮

廃
棄
物
の
保
管
、
処
理
及
び
運
搬
に
つ
い
て
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
、
適
正
に
処
理
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

４

防
災
・
防
犯
対
策
へ
の
協
力

徹
底
し
た
防
犯
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

５

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

騒
音
問
題
は
周
辺
住
民
の
日
常
生
活
に
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
騒
音
緩
和
対
策
に
よ
る
静
穏
な

生
活
環
境
の
保
持
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

６

街
並
み
づ
く
り
等
へ
の
配
慮
等

周
辺
の
農
業
・
自
然
環
境
や
連
担
す
る
既
存
住
宅
地
と
の
調
和
の
と
れ
た
外
観
整
備
と
な
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。

小
松
島
市
緑
の
基
本
計
画
で
推
進
す
る
民
有
地
の
敷
地
内
緑
化
の
た
め
敷
地
面
積
の
五
％
以
上
を

緑
化
や
緑
地
と
し
て
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

四

意
見
の
縦
覧
場
所
、
期
間
及
び
時
間

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
商
工
労
働
観
光
部
企
業
支
援
課
及
び
小
松
島
市
産
業
建
設
部
商
工
観
光
課

２

縦
覧
の
期
間

令
和
元
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
一
日
ま
で

３

縦
覧
の
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で



徳
島
県
告
示
第
三
百
二
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ハ
ロ
ー
ズ
佐
古
店

徳
島
市
佐
古
三
番
町
北
五
の
一
番
一
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出
に
係
る
告
示

平
成
三
十
一
年
徳
島
県
告
示
第
二
百
十
一
号
（
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ

っ
た
件
）

三

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徳
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

駐
車
需
要
の
充
足
等
交
通
に
係
る
事
項

駐
車
場
は
条
例
等
の
基
準
に
従
い
台
数
等
を
確
保
の
上
、
位
置
、
規
模
等
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め

徳
島
市
建
築
指
導
課
に
届
出
を
す
る
こ
と
。

駐
車
場
の
必
要
台
数
を
確
保
し
、
周
辺
市
道
の
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
。

自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
法
等
の
基
準
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い

。
北
側
出
入
口
の
車
両
経
路
に
お
い
て
は
交
通
渋
滞
及
び
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

２

歩
行
者
の
通
行
の
利
便
の
確
保
等

全
て
の
人
が
安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
の
通
行
安
全
を
確
保
し
、
周
辺
市
道
へ
の
損
傷
が
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た

い
。

３

廃
棄
物
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
配
慮

特
定
建
設
資
材
を
使
用
す
る
新
築
工
事
に
お
い
て
は
、
基
準
に
従
っ
て
工
事
現
場
で
分
別
し
再
資

源
化
等
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
着
手
の
七
日
前
ま
で
に
、
分
別
解
体
等
の
計

画
等
に
つ
い
て
徳
島
市
建
築
指
導
課
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

店
舗
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
、
資
源
ご
み
に
分
別
し
、
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
と
と
も
に
、
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
類
（
新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
コ
ピ
ー
用
紙
等
）
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
古

紙
問
屋
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
及
び
再
利
用
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
つ
い
て
は
、
徳

島
市
の
施
策
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

４

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
関
係
事
業
者
を
含
め
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
に
お
け
る
騒
音
、
特
に
自
動
車
の
走
行
音
に
つ
い
て
、
常
に
最
大
限
の
注
意
を
払
う
こ
と

（一）
。

店
舗
周
辺
の
住
民
と
の
間
に
騒
音
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
真
摯
に
対
応
す
る
こ
と
。

（二）



５

廃
棄
物
に
係
る
事
項
等

店
舗
内
か
ら
発
生
す
る
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物
と
を
適
正
に
分
別
し

て
く
だ
さ
い
。

分
別
さ
れ
た
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

６

街
並
み
づ
く
り
等
へ
の
配
慮
等

周
辺
景
観
と
の
調
和
や
街
並
み
の
連
続
性
に
配
慮
し
、
著
し
く
不
調
和
と
な
る
意
匠
・
形
態
、
色

彩
等
は
避
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

四

意
見
の
縦
覧
場
所
、
期
間
及
び
時
間

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
商
工
労
働
観
光
部
企
業
支
援
課
及
び
徳
島
市
経
済
部
経
済
政
策
課

２

縦
覧
の
期
間

令
和
元
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
一
日
ま
で

３

縦
覧
の
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で



徳
島
県
告
示
第
三
百
二
十
六
号

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

公
告
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

所

在

面

積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

板
東

敬
子

板
野
郡
上
板
町
高
瀬
一

板
野
郡
上
板
町
高
瀬
字

三
、
三
七
三
・
〇
〇

〇
四
二
番
地
三

宮
ノ
本
二
三
〇
番
一
ほ

か
一
筆

中
川

光
生

同

椎
本
字

同

西
分
字

二
、
〇
八
一
・
〇
〇

四
宮
東
四
〇
七
番
地

カ
ヤ
ノ
二
二
番
一
ほ
か

二
筆

矢
部

三
博

阿
波
市
土
成
町
水
田
字

阿
波
市
土
成
町
土
成
字

三
、
五
〇
七
・
〇
〇

日
吉
一
八
〇
番
地

池
下
五
〇
番

村
部

充
信

同

吉
野
町
五
条
三

同

吉
野
町
五
条
字

六
七
四
・
〇
〇

五
番
地
一

市
ノ
本
七
一
五
番
一

妹
尾

佳
秀

同

市
場
町
香
美
字

同

阿
波
町
四
歩
一

二
、
五
二
二
・
〇
〇

住
吉
本
二
番
地
一

の
二
番
ほ
か
一
筆

ア
イ
・
エ
ス
・
フ
ー
ズ

同

土
成
町
土
成
字

同

勝
命
一

八
七
九
・
〇
〇

徳
島
株
式
会
社

実
安
一
五
二
番
地
二

一
四
番

古
田

智
光

同

阿
波
町
丸
山
一

同

庚
申
原

五
一
三
・
〇
〇

一
五
番
地
三
〇

七
六
番
一

秋
山

重
猛

同

市
場
町
市
場
字

同

市
場
町
市
場
字

三
、
二
〇
三
・
〇
〇

岸
ノ
下
二
一
五
番
地
七

岸
ノ
下
一
七
三
番
一
ほ

か
二
筆

二

認
可
年
月
日

令
和
元
年
八
月
二
十
一
日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
十
一
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

芝

山

日

出

髙

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

会
計
責
任
者

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

の

氏

名

鳴
門
市
撫
養
町
斎
田
字
浜
端
西
一
〇

令

和

元

年

長

浜

賢

一

後

援

会

長

濱

賢

一

長

濱

淳

子

二－

四

六

月

二

十

五

日

令

和

元

年

米

本

義

博

後

援

会

米

本

義

博

米

本

公

美

子

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
原
八
九－

一

八

月

一

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
十
一
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

芝

山

日

出

髙

一

政
党
の
支
部

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

自

由

民

主

党

徳

島

県

会
計
責
任
者
の

令

和

元

年

三

馬

定

芳

楠

本

岩

夫

髙

畑

敏

一

電

気

通

信

職

域

支

部

氏
名

六

月

三

日

代
表
者
の
氏
名

小

林

智

仁

手

束

直

胤

令

和

元

年

自
由
民
主
党
石
井
町
支
部

小

林

智

仁

主
た
る
事
務
所
の

名
西
郡
石
井
町
藍
畑
字
西
覚
円

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
石
井
四

七

月

九

日

所
在
地

七
〇
六－

五

三
四

自

由

民

主

党

徳

島

県

令

和

元

年

大

西

和

久

代
表
者
の
氏
名

大

西

和

久

佐

藤

修

斎

歯

科

医

師

支

部

七

月

十

四

日

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

日

本

酪

農

政

治

連

盟

令

和

元

年

川

田

久

志

代
表
者
の
氏
名

川

田

久

志

原

浅

之

徳

島

県

支

部

六

月

二

十

六

日



代
表
者
の
氏
名

田

中

康

之

米

澤

和

美

徳

島

県

社

会

保

険

令

和

元

年

田

中

康

之

労

務

士

政

治

連

盟

会
計
責
任
者
の

六

月

七

日

柳

本

昇

田

中

康

之

氏
名

令

和

元

年

石
井
み
ど
り
徳
島
県
後
援
会

大

西

和

久

代
表
者
の
氏
名

大

西

和

久

佐

藤

修

斎

七

月

十

四

日

令

和

元

年

徳

島

県

歯

科

医
師
連
盟

大

西

和

久

代
表
者
の
氏
名

大

西

和

久

佐

藤

修

斎

七

月

十

四

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
十
一
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

芝

山

日

出

髙

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

長

浜

賢

一

後

援

会

長

濱

賢

一

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
日


